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道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
３
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
商
工
連
盟（
道
商
工
連
）

は
創
立
50
周
年
と
50
年
史「
凱
風
」

発
刊
を
記
念
し
て
祝
賀
会
を
９
月

18
日
、ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

で
開
催
し
ま
す
。

　

道
商
工
連
は
１
９
７
４
年
９
月

６
日
の
設
立
以
来
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
、
相
互
扶
助
の
橋
渡
し
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
役
と
し
て
活
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。本
年
６
月
27

日
に
開
催
し
た
定
期
総
会
で
は
、

「
地
域
経
済
の
成
長
と
分
配
の
好

循
環
を
実
現
し
、
諸
物
価
の
高
騰

や
労
務
費
の
上
昇
に
見
合
う
原
資

道
商
工
連
50
年
史「
凱
風
」い
よ
い
よ
発
刊

創
立
50
周
年
記
念
祝
賀
会
は
９
月
18
日
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北
海
道
最
賃
１
０
１
０
円
（
２
面
）
／
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
投
資
は
大
丈
夫
？
（
３
面
）

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

東
京
株
式
市
場
の
乱
高
下
が
止

ま
ら
な
い
。
７
月
11
日
に
日
経
平

均
４
万
２
２
２
４
円
と
い
う
史
上

最
高
値
を
記
録
し
た
と
思
い
き

や
、
先
週
か
ら
今
週
に
か
け
て
１

万
円
近
く
暴
落
、
特
に
８
月
５
日

に
は
１
日
の
下
落
幅
と
し
て
は
史

上
最
高
の
４
４
５
１
円
安
と
ブ

ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
越
え
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
翌
６
日
は
一
気
に
３
２

１
７
円
の
値
上
が
り
で
、
ま
る
で

制
御
不
能
の
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
乗
っ
た
よ
う
な
「
悪
酔
い
」
感

が
漂
う
。
岸
田
内
閣
に
と
っ
て
、

唯
一
と
い
っ
て
も
良
か
っ
た
株
式
市

場
の
好
調
さ
に
水
を
か
け
る
結
果

で
、
日
本
経
済
の
先
行
き
に
暗
雲

が
漂
う
。
根
源
は
ア
メ
リ
カ
の
景

気
の
先
行
き
不
安
で
、
日
本
市
場

を
カ
モ
に
し
て
い
る
海
外
フ
ァ
ン
ド

の
動
き
が
あ
る
よ
う
だ
。
そ
の
証

拠
が
１
ド
ル
１
６
２
円
台
の
円
安

か
ら
一
気
に
１
４
０
円
台
前
半
の

円
高
だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
金

融
資
本
主
義
を
ど
う
制
御
し
て
い

け
る
の
か
、
な
か
な
か
難
し
い
時

代
な
の
か
も
し
れ
な
い
。（
峰
）

日
時　

２
０
２
４
年
９
月
18
日

（
水
）午
後
６
時
か
ら

場
所　

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札

幌
（
札
幌
市
中
央
区
北
４
条
西
６

丁
目
：
電
話
０
１
１
・
２
４
１
・

９
１
１
１
）

会
費　

１
万
円

の
確
保
を
含
め
た
価
格
設
定
を
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
定
着
さ

せ
、
と
り
わ
け
中
小
・
小
規
模
事

業
者
な
ど
へ
の
、
国
や
自
治
体
に
よ

る
持
続
・
継
続
的
な
施
策
の
実
施

と
支
援
強
化
を
求
め
る
」の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
決
議
し
、
疲
弊
す
る
本
道

経
済
の
再
興
に
向
け
、
創
立
50
周

年
記
念
事
業
の
開
催
を
決
め
ま
し

た
。大
変
、
ご
多
忙
な
折
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、多
数
の
皆
さ
ま
の
出
席

を
ご
要
請
い
た
し
ま
す
。詳
細
は
後

日
、会
員
各
位
へ
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。
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北
海
道
労
働
局
長
の
諮
問
機

関
・
北
海
道
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
は
８
月
５
日
、
道
内
の
２
０
２

４
年
度
の
最
低
賃
金（
時
給
）を
現

在
の
９
６
０
円
か
ら
50
円
引
き
上

げ
１
０
１
０
円
と
す
る
こ
と
を
三

富
則
江
局
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

道
内
の
最
低
賃
金
は
初
め
て
千
円

を
超
え
ま
し
た
。新
た
な
最
低
賃

金
は
公
示
期
間
を
経
て
、
10
月
１

日
か
ら
適
用
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

　

本
年
度
の
最
低
賃
金
を
巡
っ
て

は
、近
年
最
高
の
引
き
上
げ
率
と
な

っ
た
春
闘
の
妥
結
状
況
や
、物
価
高

騰
な
ど
に
よ
る
実
質
賃
金
の
低
下
、

賃
金
格
差
の
増
大
な
ど
か
ら
、
大

幅
な
引
き
上
げ
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
し
た
。こ
れ
に
は
、
岸
田
首
相
の

２
０
３
０
年
代
半
ば
ま
で
に
最
低

賃
金
を
１
５
０
０
円
に
す
る
と
い

う
目
標
や
、
消
費
拡
大
に
よ
る
経

済
の
好
循
環
を
目
指
す
取
り
組
み

も
あ
り
、「
官
製
春
闘
」と
言
わ
れ
た

一
連
の
流
れ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

答
申
内
容
に
つ
い
て
、
労
働
者

側
は
、
物
価
高
を
乗
り
越
え
る
の

に
十
分
な
金
額
で
な
い
と
不
満
を

示
し
、
賃
上
げ
余
力
が
乏
し
い
使

用
者
側
は
、
負
担
増
に
悲
鳴
を
上

げ
、
人
手
不
足
に
拍
車
が
か
か
る

こ
と
へ
の
懸
念
を
示
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
連
合
北
海
道
加

盟
労
組
の
今
春
闘
の
平
均
賃
上
げ

率
が
４
・
５
％
に
達
し
た
こ
と
を

重
視
し
て
、物
価
高
騰
も
踏
ま
え
、

前
年
度
か
ら
５
・
２
％
増
の
１
０

１
０
円
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。労
働
者
側
が
審
議
会
で
要
望

し
た
引
き
上
げ
額
は
93
円
で
し

た
。

　

一
方
、
使
用
者
側
は
50
円
引
き

上
げ
に
強
く
反
発
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
労
働
局
に
よ
る
と
、
今
回

の
改
定
後
に
小
規
模
事
業
所
で
最

低
賃
金
を
下
回
る
こ
と
に
な
る
労

働
者
の
割
合
は
27
・
６
％
で
、
パ

ー
ト
労
働
者
に
絞
る
と
57
・
６
％

に
及
ぶ
と
い
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
年
収
の
壁
」
問
題
が

あ
り
、
改
定
後
、
年
収
が
一
定
額
を

超
え
る
と
社
会
保
険
料
の
負
担
が

生
じ
、
手
取
り
収
入
が
減
る
こ
と

か
ら
労
働
時
間
を
減
ら
す
人
が
多

く
な
り
、
繁
忙
期
の
年
末
年
始
な

ど
に
は
、
人
手
不
足
が
深
刻
な
中

小
企
業
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い

と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
経
済
連
合
会
は
、
利
益

を
削
っ
て
人
手
確
保
の
た
め
の
賃

上
げ
を
行
っ
て
き
た
の
で
、人
件
費

が
増
え
た
分
を
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
価
格
に
上
乗
せ
す
る
「
価
格
転

嫁
」
の
促
進
策
な
ど
を
強
く
求
め

て
い
ま
す
。

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
、
物

価
高
、金
利
上
昇
、人
件
費
増
の
三

重
苦
に
あ
え
い
で
い
ま
す
。政
府

は
、
人
件
費
増
加
分
の
価
格
転
嫁

だ
け
で
な
く
、
税
制
の
優
遇
や
、
生

産
性
を
上
げ
る
た
め
の
、
設
備
投

資
へ
の
助
成
金
の
拡
充
な
ど
の
支

援
を
強
化
す
べ
き
で
す
。

北
海
道
の
最
賃
は
１
０
１
０
円

中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
強
化
を
！



３
　

岸
田
文
雄
首
相
が「
所
得
倍
増
」

計
画
を「
資
産
所
得
倍
増
」に
変
更

し
た
の
は
、
２
０
２
２
年
５
月
５

日
で
す
。

　

ロ
ン
ド
ン
の
金
融
街
シ
テ
ィ
の

「
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
」で
の
講
演
で
、自

ら
掲
げ
る「
新
し
い
資
本
主
義
」に

つ
い
て
説
明
し
、半
分
以
上
が
現
金

　

新
年
度
か
ら
道
商
工
連
と
同
協

同
組
合
の
常
務
理
事
に
就
任
し
た

社
会
保
険
労
務
士
の
辻
村
祐
一
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
道
商
工
連
協
同

か
預
貯
金
と
さ
れ
る
約
２
０
０
０

兆
円
の
日
本
の
個
人
資
産
を
、
投

資
に
振
り
向
け
る
こ
と
で「
資
産
所

得
倍
増
プ
ラ
ン
」
に
着
手
す
る
考

え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。こ
の
プ

ラ
ン
の
柱
が
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
ニ
ー
サ
：

少
額
投
資
非
課
税
制
度
）で
す
。

　

２
０
２
３
年
末
時
点
ま
で
の
総

投
資
額
は
約
28
兆
円
で
、
新
制
度

が
始
ま
っ
た
２
０
２
４
年
１
月
か

ら
３
月
ま
で
の
買
い
付
け
額
は
６

兆
１
７
９
１
億
円
。前
年
同
期
の

約
２
・
５
倍
に
増
え
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
末
時
点
ま
で
の
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
の
全
口
座
数
は
１
５
０
１

万
口
座
（
２
０
２
４
年
５
月
末
現

在
）
で
２
０
２
３
年
５
月
末
か
ら

約
１
・
３
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
総
投
資
額
56

兆
円
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
盛
ん
に
宣
伝
さ

れ
、
い
ま
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
は
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
２
０
１

４
年
で
、前
年
ま
で
の
投
資
の
非
課

税
措
置
が
終
了
す
る
の
で
、英
国
の

制
度
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
の
利
用
枠
な
ど
が
大
幅

に
拡
大
さ
れ
て
、政
府
肝
い
り
で
宣

伝
さ
れ
た
の
が
、２
０
２
４
年
か
ら

人
気
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
投
資
は
大
丈
夫
？

東
証
暴
落
の「
４
４
５
１
円
安
」シ
ョ
ッ
ク

「
と
こ
と
ん
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
」

新
し
い
常
務
理
事
に
辻
村
祐
一
さ
ん

組
合
の
参
事
に
就
任
し
、
社
会
保

険
労
務
士
と
し
て
、
協
同
組
合
の

事
務
組
合
や
労
働
保
険
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
６
月
27
日
開
催
の
道
商
工

連
と
同
協
同
組
合
の
総
会
で
、
両

組
織
の
常
務
理
事
に
就
任
し
、
事

業
の
中
枢
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

辻
村
さ
ん
は
１
９
５
９
年
、
兵

庫
県
西
宮
市
生
ま
れ
。サ
ラ
リ
ー

マ
ン
と
し
て
転
勤
で
移
り
住
ん
だ

札
幌
が
気
に
入
り
、
40
歳
を
機
に
、

ま
っ
た
く
畑
違
い
の
社
会
保
険
労

務
士
と
し
て
独
立
開
業
。「
経
営
サ

ポ
ー
ト　

と
こ
と
ん
や
り
ま
す
！
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、夢
中
で
顧
客
を
開

拓
し
た
そ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、経
営
の
危
機
に
見

舞
わ
れ
た
中
小
事
業
者
の
皆
さ
ん

に「
給
付
金
な
ど
、
す
べ
て
の
制
度

を
駆
使
し
て
耐
え
、
乗
り
き
り
ま

し
ょ
う
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
続
け
ま

し
た
。経
営
者
が
一
番
苦
心
さ
れ
て

い
た
雇
用
問
題
で
、
雇
用
調
整
助

成
金
な
ど
の
申
請
の
お
手
伝
い
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、ご
遠
慮
せ
ず
に
、ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

趣
味
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

と
い
う
写
真
と
釣
り
で
、
最
近

で
は
浦
臼
神
社
の
カ
タ
ク
リ
と

エ
ゾ
リ
ス
を
撮
り
に
出
か
け
ま

し
た
。船
釣
り
が
好
き
な
の
で

す
が
な
か
な
か
出
か
け
ら
れ
ず

に
い
る
の
が
残
念
で
す
。

　

三
人
の
お
子
さ
ん
は
独
立
さ

れ
、
い
ま
は
奥
さ
ま
と
二
人
暮

ら
し
で
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
の
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
小
額
で
も
投

資
が
で
き
る
た
め
、
手
軽
な
資
産

形
成
制
度
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
利
用
者

が
若
者
に
も
増
え
ま
し
た
が
、
今

回
の
東
証
株
価
の
暴
落
に
動
揺
を

隠
せ
な
い
よ
う
で
す
。

　

銀
行
や
証
券
会
社
は
、
資
産
形

成
は
長
期
的
に
見
る
べ
き
で
、短
期

の
変
化
に
一
喜
一
憂
す
べ
き
で
な
い

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
が
、Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
が
誕
生
し
た
当
時
の
日
経
平

均
株
価
は
約
１
万
６
０
０
０
円
前

後
。日
経
平
均
の
最
高
値
４
万
２

２
２
４
円
02
銭
を
付
け
た
２
０
２

４
年
７
月
11
日
ま
で
は
、
株
高
基

調
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ

の
シ
ョ
ッ
ク
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

新
聞
や
雑
誌
で
投
資
が
煽
ら
れ

る
と
き
は
、投
機
筋
が
利
益
の
確
定

に
か
か
る
と
き
だ
か
ら
、「
素
人
の

参
入
は
危
険
」と
は
、
恐
慌
の
度
に

い
わ
れ
る
教
訓
で
す
。元
本
割
れ
が

許
容
で
き
な
い
人
、余
裕
資
金
が
な

い
人
、
頻
繁
に
売
買
し
た
い
人
に
は

向
か
な
い
制
度
だ
と
言
え
ま
す
。政

府
の
肝
い
り
と
い
え
ど
も
投
資
は

自
己
責
任
な
の
を
自
覚
し
て
利
用

し
た
い
も
の
で
す
。（
青
）



（４）
　

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万

博
期
間
中
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
全
面

解
禁
を
求
め
る
大
阪
府
と
、
国
土

交
通
省
の
実
務
者
が
近
く
協
議
入

り
す
る
こ
と
が
８
月
６
日
に
報
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
府
議
会
特
別
委
員
会
の
森

和
臣
委
員
長
が
同
日
、
吉
村
洋
文

知
事
の「
援
護
射
撃
」を
狙
い
、
東

京
都
内
で
自
民
党
の
茂
木
敏
充
幹

事
長
や
超
党
派
勉
強
会
の
小
泉
進

次
郎
元
環
境
相
ら
と
面
会
。吉
岡

幹
夫
国
土
交
通
事
務
次
官
へ
の
要

望
で
実
務
者
協
議
の
見
通
し
が
示

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

要
望
書
は
、
万
博
期
間
中
に
移

動
需
要
が
増
え
る
た
め
、
時
間
帯

や
地
域
を
限
っ
た
現
状
の
日
本
版

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
は
対
応
で
き
な
い

と
指
摘
。吉
村
知
事
ら
と
同
様
、府

内
全
域
で
24
時
間
運
行
を
認
め
、

運
行
台
数
に
制
限
を
設
け
な
い
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
土
交
通
省
は
８
月
２

日
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い

「
バ
カ
不
足
」
飲
み
屋
で
聴
い

た
い
い
言
葉

蠅
追
っ
て
爺
ち
ゃ
ん
徐
々
に

ム
キ
に
な
る

流
し
目
を
し
て
た
ら
犬
と
目

が
合
っ
た

あ
ま
の
じ
ゃ
く
尖
っ
て
い
る
と

褒
め
ら
れ
る

棄
権
し
て
政
治
不
信
は
無
い

だ
ろ
う

我
も
ま
た
誰
か
の
悪
魔
か
も

知
れ
ぬ

本
能
の
強
さ
に
理
性
力
負
け

レ
ジ
袋
ま
る
め
る
人
と
た
た

む
人

壊
れ
物
注
意
と
書
い
た
民
主

主
義

電
話
中
声
が
デ
カ
イ
の
メ
モ

も
ら
う

亡
き
母
の
人
参
嫌
い
通
夜
に

知
る

飲
み
会
は
古
希
が
す
ぎ
た
ら

昼
に
な
り

父
さ
ん
留
守
や
て
鰻
で
も
取

ろ
か

豆
腐
屋
に
貼
り
紙
寂
し
売
店

舗　
（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ど
う
な
る

日
本
型
の
ハ
イ
タ
ク
業
界
主
体
か
完
全
導
入
か

て
、
気
温
35
度
以
上
の
猛
暑
が
予

想
さ
れ
る
時
間
帯
や
イ
ベ
ン
ト
開

催
時
な
ど
、
需
要
増
が
見
込
ま
れ

る
際
の
対
応
策
を
発
表
し
ま
し

た
。全
国
12
地
域
で
８
月
５
日
以

降
、順
次
導
入
し
ま
す
。

　

札
幌
交
通
圏
で
の
運
行
時
間
は

土
日
の
午
前
１
〜
４
時
台
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、２
日
前
の
予
報

で
35
度
以
上
が
予
想
さ
れ
る
時
間

帯
と
そ
の
前
後
１
時
間
も
運
行
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。７
月
か

ら
雨
天
時
の
運
行
や
増
車
も
認
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
音
楽
ラ
イ
ブ
や
花
火
大

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
つ

い
て
は
、
主
催
者
や
自
治
体
が
事

前
に
要
請
書
を
提
出
す
れ
ば
、
運

行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
め
ぐ
り
、
全
面

解
禁
か
、日
本
型
か
の
二
つ
の
大
き

な
違
い
が
あ
り
ま
す
。大
阪
万
博
で

全
面
解
禁
が
実
施
さ
れ
る
と
、
そ

の
影
響
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の

に
な
り
そ
う
で
す
。


